
元気に活躍し続けることができるよう、健康

参加者の固定化等の課題は未だ解決できていない。 の維持・増進のほか、様々な知識や技術の取得等に関連する講

　また、国の中央教育審議会は社会教育の振興方策について答 座の拡充を図る。また市民が主体的に学習できるよう、引き続

申し、新たな社会教育の方向性や社会教育施設に求められる役 き「生涯学習サポーター養成講座」を実施し、協働の担い手と

割等が整理されたところであるが、本市の市民大学をはじめ、 して活躍できる人材を育成する。

公民館・図書館・郷土博物館等の社会教育施設の活用等を含め 　また、令和4年度からスタートする第5次生涯学習推進計画で

た生涯学習事業の現状と課題を整理し、市独自の新たな推進体 は市民協働による新たな推進体制を構築するため、令和2年度

制を構築する必要がある。 から2年間の策定過程の中で、複数回の市民会議等を大々的に

実施していく。

　公民館講座の参加者数は、目標を大きく下回った。目標を上回った市民大学では、大学連

携講座や市民企画講座などで積極的な周知を図り、定員以上の申込みがあった。サポーター

Ｂ
養成講座の受講者数については、予定どおりの伸びはなかった。

　公民館講座は子ども大学のカリキュラムの拡充のほか、生涯学習推進計画の基づき、市民

ニーズ等を踏まえ、内容の見直しを行う。市民大学では人生100年時代に見合うカリキュラ

↑ ムの拡充を図るとともに、魅力ある新規講座を企画する。人員・予算については、次期生涯

学習推進計画の策定作業がスタートする令和2年度から拡大方向としたい。　

　市民大学は開講10周年を迎え認知度は上がり、参加世代は拡がりつつあるものの、参加者の固定化は否めないので、魅力ある講座の拡充

を図っていく。また、次期生涯学習推進計画については、市民会議等を積極的に行いつつ、実効性がありメリハリのある計画としたい。
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01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 教育委員会事務局・生涯学習課

04 生涯学習

10 生涯学習活動の促進

　市民の誰もが生涯を通じて、様々な学習活動を行い、学習で得た知識や技術を積極的に地域で活用することで、誰もが創

造的で、豊かな生活を送ることができるようにします。

市民大学事業

生涯学習事業

公民館講座の延べ参加者数 公民館企画講座の延べ参加者数
人 4,800 4,600 4,066 3,500 2,901

（3館合計） (当初値から毎年40人増 )
市民大学講座の参加者数 市民大学講座の延べ参加者数

人 2,870 2,730 3,564 3,331 3,697
(5％増 )

生涯学習サポーター講座の 生涯学習サポーター講座5年間の延べ
人 140 65 86 98 112

受講者数 (毎年15人増 )

市民大学事業として、岐阜女子大学とサテライト型の遠隔授業講座を実施し、市民の企画講座を開催するなど様
々な取組を実施している。

　市民大学では、開講10周年を迎える中で、大学連携講座や市 　市民大学講座では、人生100年時代を迎える中で、市民が年

民企画講座などでは、少しずつ参加世代も拡がりつつあるが、 齢にかかわりなく
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